
日 曜日
共通ﾃｽﾄ

までの日数 １０月の主な行事予定

1 土 105

2 日

3 月

4 火 中間考査   時間割発表 ②進路講演会

5 水

6 木 100 人権学習一斉ＨＲ活動

7 金

8 土 ③ベネッセ・駿台共催記述模試

9 日 第２回英検１次試験

10 月

11 火 95

12 水 中間考査第１日　

13 木
中間考査第２日
①難関大志望者対象進路講演会13時～

14 金 中間考査第３日　③小論文模試

15 土
③全統共通テスト模試
②駿台ハイレベル模試（希望者）

16 日 90

17 月

18 火

19 水

20 木

21 金 85

22 土
③全統記述模試
①駿台ハイレベル模試（希望者）

23 日 ③大学別模試（校内実施分Ⅰ）

24 月

25 火

26 水 80

27 木 ①②コース選択説明会　

28 金

29 土 ③ベネッセ・駿台共催共通テスト模試

30 日

31 月 75

大学入学共通テストまで，あと１００日！！

３年生

１年生

２年生

１年生は先日の進路講演会で，大学受験の概要について教えていただきました。入試制度の説明を聞いて面食らい，耳馴染みのない受験
用語に焦り，一気に不安になった人もいるかもしれません。気づいた事柄や自分の決意を日々確認して，小さな事でも素通りせず丁寧に生
活（学習）していきましょう。その積み重ねが不安をかき消し，未来の自分を形作っていきます。講師の先生からは，学力向上のための具体
的なお話をはじめ，「自分と向き合う時間を取る」ことの必要性を説明していただきました。「自分を知り自分に向き合う」ことは，教科の学習
よりはるかに難しいことです。毎日変化している自分は見えにくかったり，認めたくない自分が見えたりするからです。逃げずにとことん向き
合ってください。だって自分の事ですから…。誰もあなたの代わりはいないのですから…。（伊井）

10月6日で共通テストまであと１００日となります。焦っている人がいるかもしれませんが，まだ１００日あります。現役生はここから伸びます。
次のことに注意しながら，進路実現に向けて頑張っていきましょう。①受験から逃げずに，全力でぶつかること。本気になって頑張ることがま
ずは大原則。②受験は団体戦です。クラスを「全員合格に向かって頑張る」雰囲気にしていこう。③１００日を有効に使うために，きちんと学
習計画を立てる。④毎日の授業を真剣に受ける。ほとんどが入試対策のはず。⑤授業以外の空いた時間も勉強する。１０分の休憩時間や
昼休み，家庭でもとにかく勉強です。「食べているときと寝ているとき以外は勉強」です。みんなの頑張りを応援しています。（佐伯）

お彼岸が明けたとは言え，すっかり秋らしくなったとは言い難い，蒸し暑さが残る日々が続いています。そのような中で健康を保ち，しっかり
と教科の学習に励むことができているでしょうか。季節によらず，規則正しい生活を送ることが，健康への第一歩だと思います。中間考査も
近づいていますが，テストの直前に詰め込むのではなく，計画的に日々同じリズムで学習を重ねていくことで実力が備わってきます。先日の
進路講演会でもお話がありましたが，受験勉強のスタートは，遅ければ遅いほど，志望校合格の可能性は低くなっていきます。そういう意味
では，２年の２学期は重要な時期ではないでしょうか。高い可能性で勝負するためには，既に受験を意識した学習習慣が身についていない
といけません。まだ，スタートできていない人は，早くスタートを切りましょう。そして，出遅れを取り返しましょう。(村田)

　１・２年生は中間考査終了後，11月５日の進研模試，そして，11月8日の
課題テスト(実力テスト)へと続きます。それらに向けてしっかりと学習計画を
立てて下さい。「英語」「数学」「国語」の学習バランスも考えましょう。そ
して，既習範囲の復習や苦手科目・分野の強化，さらに得意科目については自
分の力をもっともっと伸ばしていきましょう。２年生は進研模試が５教科受験
となります。「英語」「国語」「数学」だけでなく，「理科」や「地歴公民」
の対策にも力をいれてください。模試も十分に準備をして臨みましょう。

　共通テスト後の三者面談の際に使用する「コンパス（ベネッセ）」，「バン
ザイシステム（河合塾）」というソフトに記述力（国公立大学２次力）として
入力される模試です。国公立大学は「共通テストの判定」，「２次力の判
定」，「ドッキング判定」で出願先を検討，決定します。良い結果が残せるよ
う，十分な準備をしておいてください。
　また，１０月２３日（日）と１１月３日（水）に実施される「大学別模試」
を受験する人は，各大学の２次試験対策を十分に行って模試に臨んでくださ
い。この模試の結果も国公立大学の出願の際に重要になります。

　　 国公立大学の「総合型選抜」と「学校推薦型選抜」
　
　「総合型選抜」
　　１　成績基準の設定状況は学校推薦型に比べてハードルはややゆるやか。
　　２　選考方法は多彩だが，次の６パターンに分けられる。
　　　　「書類＋面接型」，「プレゼン＋面接型」，「スクーリング型」，
　　　　「面接＋小論文型」，「講義参加型」，「共通テスト併用型」
　　３　入試日程は選考パターンにより異なり，最も早いのは９月に出願。
　　４　面接等を通して，受験生の学びについての未来の可能性が問われる。

　「学校推薦型選抜」
     １　全体の学習成績の状況は，４．０以上が主流。
　　２　各高校からの推薦人数を制限している場合があるので注意。
　　３　共通テストを「利用する」と「利用しない」の２つの型がある。
　　４　評価方法は，調査書や志望理由書などの書類，基礎学力テスト，
　　　　小論文，面接，実技，共通テスト，などである。大学・学部に
　　　　よりそれぞれ異なる。
　　５　入試日程は最も早いものは１１月に出願で，共通テスト利用型は
　　　　２月初旬の試験実施が一般的である。

　　それぞれの特徴を簡単にまとめました。いずれにしても早い時期に受験先
　　を決定し，準備に取りかかることが合格への近道です。(以上　廣田)
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